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HIPRACセミナー（2022/11/12）開催報告 

 

「HIPARC セミナー」が、第 35回 JASTRO学術大会（2022年 11月

10日（木）～12日（土））のサテライト企画として、2022（令和 4）

年 11月 12日（土）14:30から広島県医師会館 1階ホールで開催さ

れ、JASTRO 学術大会に参加者された方々の中から事前申込と当日

参加の計 27名の参加がありました。 

  

     放射線腫瘍医 11名 

     その他の医師  1名 

        専攻医  1名 

    診療放射線技師 10名 

      医学物理士  3名 

       大学院生  1名 計 27名 

  

小澤医学物理士長の司会で開会、「ネットワーク型放射線治療セ

ンターの意義と今後の展開」と題して権丈副センター長から講演が行なわれました。 

講演では HIPRACの設立経緯、スタッフ・機器概要など「ネットワーク型がんセンターとしての機能

について」に続き、4基幹病院（広島大学病院、広島市民病院、県立広島病院、広島赤十字・原爆病院）

からの技師の在籍派遣、若手医師・医学生の研修と実習

を行う「人材育成（教育・研修機能）」、県内外の放射線

治療施設の品質管理を行う「技術支援」のほか、IAEA（国

際原子力機関）と HICARE（放射線被曝者医療国際協力推

進協議会）合同の国際医療研修やアジア諸国（モンゴル・

ベトナムなど）の放射線治療スタッフへの研修を行う「国

際交流支援」など、センターの役割について詳しい説明

があり、参加者は熱心に聴かれていました。 

 

講演に続き、HIPRAC の施設見学に移り、3つの班に

分かれ地階にある治療計画室、操作室、そして 3 台の放射線治療器

（Vero-4DRT、TrueBeam、TrueBeam STx with ExacTrac）を視察いただ

きました。各班にはそれぞれ 2 名の医療職（A 班：権丈先生・植田先

生、B班：土井先生・小澤医学物理士長、C班：岩波看護師長・早田診

療放射線技師）が説明者として対応し、詳しく尋ねる参加者もおられ、

施設見学は盛況でした。 

施設見学は予定時間を少し超過して、広島県医師会館ホール前で終

了・解散となりました。 

（文責・中元） 
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講演風景１ 
 講演風景２ 

施設見学 1Fから地階へ移動 天使の鐘 

操作室内 Vero-4DRT 

治療計画室内 受付風景（机配置） 


